
教育研究評議会議事録（第２２５回） 
 
日 時：令和５年 ４月２７日（木） １５時００分～１６時２２分 
場 所：事務局第一会議室 
出席者：小川、藤代、喜多、水野、小藤田、山本、松岡、海妻、宮川、林、横山、境野、 

八代、伊藤、木村（賢）、田代、村上、南、木村（直）、宮本、織田、松林、清水、

天木、柴垣、小林、成田、萩原、澤井、木﨑、小出 
 

配付資料 

 議事に先立ち、前回議事録について原案のとおり確定することとした。 
 また、本会議規則及び名簿を確認し、新任者の紹介があった。 
 
 
議 題 
１．国立大学法人岩手大学学長選考・監察会議委員について 

  学長から、国立大学法人岩手大学学長選考・監察会議委員について諮る旨が述べられ、

初めに、学長選考・監察会議の委員の選出については、以下の選出理由に基づき行ってい

ることの説明があった。 
①．学長選考・監察会議の委員は、経営協議会及び教育研究評議会それぞれの会議の中

で互選により委員を選任。 
②．経営協議会からは、地域の産業界、金融機関及び報道機関、沿岸被災地並びに同窓

参考１ 国立大学法人岩手大学教育研究評議会規則 
参考２ 岩手大学教育研究評議会評議員名簿 
参考３ 令和５年度定例会議開催日程 
議題１ 国立大学法人岩手大学学長選考・監察会議規則 
議題２ 理系学部改組による機能強化に係る戦略的再配分（案）について 
議題３ 教育学研究科カリキュラム改革（案）について 
議題４ 名誉教授の称号授与について 
報告１ 第３期中期目標期間(６年目終了時)に係る業務の実績に関する評価の結果について 
報告２ 第４期中期目標・中期計画における意欲的な評価指標の指定の申請結果について 
報告３ 第４期中期目標期間の業務実績評価に係る実施要領等について 
報告４ 提携講義（教養教育科目「現代社会と経済」）について 
報告５－１ 教員人事に関する報告について（教員養成支援センター） 
報告５－２ 教員人事に関する報告について（教育学部）                   
報告６ 附属学校外部評価結果報告 
報告７ 役員会報告（第５５３回） 
報告８ 学長・副学長会議報告（第２５８回～第２６０回） 
報告９ 令和４年度入試委員会（第８回、臨時第３回）記録 
  



会関係と様々な分野からの意見を反映すべく選任。 
③．教育研究評議会からは、全学教職員の意見を広く反映すべく各学部の評議員１名ず

つと事務局長を選任。 
次いで、事務局長が４月１日から交代となったことに伴い、新たに事務局長となった林

評議員を学長選考・監察会議委員として選出したいことが提案された。 
審議の結果、原案のとおり了承された。 

 
２．理系学部改組による機能強化に係る戦略的再配分（案）について 

学長から、理系学部改組による機能強化に係る戦略的再配分（案）について諮る旨が述

べられ、資料に基づき、第４期中期目標期間財務見通しに従い、令和５年度以降、毎年度

各学部の教員ポイントから１％を留保し戦略的資源再配分の原資としているが、この戦

略的資源再配分を、令和７年度に向けた農学部改組及び獣医学部新設並びに理工学部改

組による機能強化のさらなる推進のために再配分したいことが提案された。 
具体的な配分ポイントは、理工学部におけるデザイン・メディア分野の機能強化として

220 ポイント（教授２名分）、農学部の水産分野、動物科学分野、食品健康科学分野の機

能強化として 220 ポイント（教授２名分）、獣医学部における産業動物分野の機能強化と

して 110 ポイント（教授１名分）とすることが説明された。 
審議の結果、原案のとおり了承された。 

 
３．教育学研究科カリキュラム改革（案）について 

学長から、教育学研究科カリキュラム改革（案）について諮る旨が述べられ、次いで、

田代教育学研究科長から、資料に基づき、カリキュラム改革の趣旨が教育実践力の基盤で

ある“授業力の充実発展”を図ることである旨が述べられ、その実現のため、プログラム

区分、修了単位数及び開設科目の見直しを行うことについて説明があった。 

審議の結果、原案のとおり了承された。 

 

４．名誉教授の称号の授与について 
学長から、名誉教授の称号の授与について諮る旨が述べられ、次いで、推薦部局の各部

局長から、資料に基づき、候補者の功績等の説明があり、審議の結果、候補者１１名に名

誉教授の称号を授与することが了承された。 

なお、学長から、称号授与式は、開学記念行事（６月３日（土）午後に開催予定）の午

前中に第一会議室で行う予定である旨の付言があった。 

 

５．その他 

  なし 

 

 

報 告  
１．第３期中期目標期間（６年目終了時）に係る業務の実績に関する評価の結果について 
  藤代理事から、資料に基づき、第３期中期目標期間（６年目終了時）に係る業務の実績



に関する評価の結果について、本学の最終評価結果、国立大学全体の評価状況について報

告があった。 
 
２．第４期中期目標・中期計画における意欲的な評価指標の指定の申請結果について 
  藤代理事から、資料に基づき、第４期中期目標・中期計画における意欲的な評価指標

の指定の申請結果について、本学は不採択であった旨の報告があった。 
 
３．第４期中期目標期間の業務実績評価に係る実施要領等について 
  藤代理事から、資料に基づき、第４期中期目標期間の業務実績評価に係る実施要領につ

いて説明があり、自己評価が中期計画単位ではなく、評価指標に対して行う形式に変更と

なったことから目標値の達成状況で評価される形式となったこと、評価基準としては「全

ての評価指標」が達成水準を満たしていることを求められる内容となっていることにつ

いて報告があった。 
 
４．提携講義について 
  喜多理事から、資料に基づき、提携講義「現代社会と経済」の設置について報告があ

った。 
 
５．教員人事に関する報告について（農学部、教育学研究科） 

教員人事について、資料に基づき、農学部長から２件、教育学研究科長から１件の報告

があった。 
 
６．附属学校外部評価結果報告について 
７．役員会報告について 
８．学長・副学長会議報告について 
９．入試委員会報告について 

資料のとおり。 
 
10．その他 

 なし 
 
最後に、学長から、次回の教育研究評議会を、定例の５月２５日（木）の１５時から開催

することが述べられた。 
 


